
















































































































































































































































































































( 1 )飯田 (1999)、飯田 (2000)、飯田 (2001)、飯田 (2012)他。




















































れを通して、自分自身で、現状の自身としての f自己jの枠から出ょうと!謝っていること 0 ・書く文
章においては、それをだれにでもどこでも通じるような『一般論jで、終わらせていないこと 0 ・この
ことは、 f自己』にとっての『他者jを受け入れようとしていることである。この事態には次の条件
が加わる。・生徒の『自己jは、教師の f自己jに飲み込まれてはいないこと 0 ・教師が、自身の rI~I 
己jを生徒に飲み込ませることを、注意深く避けていること。表現を変えて言えば、 f真実牲の判断』
とは、分離された rI~I 己j と f他者j が f動き j、ぶつかるところでの『倫理j に H日った、両者が相

























































































なものの先制捜化にほかならない。(レグィナス]961/2005 pp.22-23) J 
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